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メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
調
印
式

町
政
懇
談
会

井
手
明
神
夏
祭

宮
原
小
児
童
に
畳
表
座
布
団
贈
呈

氷
川
町
歯
の
祭
典

氷
川
町
人
権
擁
護
委
員
に
表
彰
状

東
上
宮
婦
人
会
で
出
前
講
座

九
州
大
会
出
場
選
手
激
励
会

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
を

膝
を
つ
き
あ
わ
せ
て
意
見
交
換

夏
の
安
全
を
祈
願
し
て

氷
川
の
い
草
で
交
流
を

楽
し
く
学
ん
で
む
し
歯
ゼ
ロ

人
権
擁
護
功
績
で
３
人
受
賞

迫
り
く
る
災
害
に
備
え
て

出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

５
月
31
日
、役
場
庁
議
室
に
お
い
て
、メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
立
地
協
定
調
印
式
が
行

わ
れ
、事
業
地
で
あ
る
中
大
野
地
区
の
役
員

立
会
い
の
も
と
、藤
本
町
長
と
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｖ
社

の
吉
川
よ
ど
み
取
締
役
が
そ
れ
ぞ
れ
協
定

書
に
調
印
し
、協
定
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、太
陽
光
発
電
所
を
建
設
す
る

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
の
主
体
で
あ
る
Ｃ
Ｎ

Ｐ
Ｖ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

氷
川
太
陽
光
発
電
所

合
同
会
社
と
氷
川
町
の
間
に
、事
業
の
設

置
運
営
・
維
持
管
理
な
ど
に
関
す
る
協
定

を
結
ぶ
も
の
で
す
。

　

約
２
㌶
の
山
林
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設

置
し
、一
般
家
庭
６
０
０
世
帯
の
使
用
電

力
に
相
当
す
る
電
力
を
発
電
す
る
計
画
で
、

来
年
１
月
の
発
電
開
始
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

５
月
７
日
か
ら
５
月
28
日
に
か
け
て
、

町
内
13
カ
所
で
平
成
25
年
度
町
政
懇
談
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
町
長
、教
育
長
を
は
じ
め
、

町
幹
部
職
員
が
出
席
。担
当
課
長
よ
り
住

民
健
診
、宮
原
振
興
局
・
八
火
図
書
館
の
改

修
工
事
、学
校
施
設
の
大
規
模
改
修
工
事
・

耐
震
改
修
工
事
の
３
点
に
つ
い
て
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
網
道
公
民
館
で
の
質
疑
応
答
で
は
、

防
災
計
画
の
見
直
し
や
、農
業
政
策
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
、地
区
住
民
が
意
見
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

13
カ
所
の
懇
談
会
で
頂
い
た
貴
重
な
意

見
、要
望
、提
言
を
受
け
止
め
、今
後
の
町

政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

６
月
４
日
、井
手
神
社（
東
上
宮
地
区
）

に
お
い
て
、夏
祭
が
行
わ
れ
、氷
川
下
流
土

地
改
良
区
連
合
理
事
長
を
は
じ
め
、関
係

者
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

夏
祭
で
は
、風
水
害
の
安
全
祈
願
で
あ
る

夏な
ご
し
さ
い

越
祭
の
神
事
が
行
わ
れ
、神
職
に
よ
る
お

祓
い
の
後
、関
係
者
に
よ
り
、玉
串
が
捧
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

井
手
神
社
は
奈
良
時
代
の
後
期
に
、東

上
宮
の
下
平
原
に
造
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て

お
り
、昭
和
８
年
の
県
道
開
通
に
よ
り
、現

在
の
場
所
に
移
り
ま
し
た
。

　

社
殿
に
は
海
川
山
の
３
神
が
祭
ら
れ
て

お
り
、一
の
井
手
堰
の
守
護
神
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

５
月
15
日
、宮
原
小
学
校
に
お
い
て
、宮

原
農
火
の
会
よ
り
、新
入
生
へ
の
入
学
記
念

と
し
て「
い
す
用
畳
表
座
布
団
」が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、い

草
農
家
の
宮
本
博
明
さ
ん（
下
宮
）の
生
産

さ
れ
た
、い
草
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で

す
。い
草
に
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
や
集
中
力
ア
ッ

プ
の
効
果
が
あ
り
、学
力
ア
ッ
プ
に
有
効
だ

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
木
村
高
雄
さ
ん（
今
）と
宮
本
さ

ん
が
、「
大
事
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。」と
渡

さ
れ
る
と
、受
け
取
っ
た
児
童
代
表
の
清

永
晄
輔
く
ん（
新
村
）と
冨
田
夏
海
ち
ゃ
ん

（
新
村
）は「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
元
気
な
声
で
お
礼
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
８
日
、氷
川
町
公
民
館
に
お
い
て
、

氷
川
町
歯
の
祭
典
が
行
わ
れ
、２
２
０
人

の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、だ
液
か
ら
む
し
歯
菌
の
量
を

調
べ
る「
む
し
歯
菌
テ
ス
ト
」や
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
指
導
、歯
科
医
師
に
よ
る「
歯
科
・
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
相
談
」な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
連
れ
の
家
族
が
多
く
、子
ど
も

た
ち
は
興
味
津
々
で
各
コ
ー
ナ
ー
を
見
て

回
り
、会
場
は
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、第
24
回
小
学
生
歯
の
衛
生
に
関

す
る
図
画
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募

さ
れ
た
、ポ
ス
タ
ー
の
展
示
が
行
わ
れ
、宮

原
小
４
年
の
福
嶋
倖
佳
さ
ん（
今
）が
氷
川

町
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
15
日
に
行
わ
れ
た
八
代
人
権
擁
護

委
員
総
会
に
お
い
て
、町
内
か
ら
人
権
擁
護

委
員
の
３
人
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
内
容
は
、伊
藤
直
江
会
長（
北
鹿

野
）が
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表

彰
、永
田
俊
雄
委
員（
高
塚
）、守
正
信
委
員

（
河
原
）が
熊
本
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
長
表
彰
で
す
。

　

こ
の
表
彰
は
、人
権
擁
護
委
員
の
活
動
な

ど
を
通
じ
て
、人
権
擁
護
上
、顕
著
な
功
績

が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
た
人
に
対
し
て
表

彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
人
権
相
談
や
人
権
の

考
え
方
を
広
め
る
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

法
務
局
に
お
い
て
、相
談
に
応
じ
て
お
ら
れ

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

６
月
９
日
、東
上
宮
公
民
館
に
お
い
て
、

黒
田
亰
子
婦
人
会
長（
東
上
宮
）に
よ
る
、

婦
人
会
東
上
宮
支
部
を
対
象
と
し
た
、災

害
時
炊
飯
の
出
前
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
内
容
は
、ビ
ニ
ー
ル
製
の
炊
飯
袋

を
使
っ
た
炊
飯
で
、参
加
者
た
ち
が
炊
飯
袋

に
米
と
水
を
入
れ
た
後
、空
気
が
残
ら
な
い

よ
う
に
、輪
ゴ
ム
で
締
め
、沸
騰
し
た
お
湯

で
30
分
ほ
ど
煮
る
と
、温
か
い
ご
は
ん
が
炊

け
ま
し
た
。

　

煮
る
た
め
の
お
湯
は
、災
害
時
に
衛
生
的

な
水
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
を
想
定
し
、川

の
水
を
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

黒
田
会
長
は
、「
災
害
時
は
、す
ぐ
に
協

力
し
た
い
。今
後
も
、婦
人
会
の
各
支
部
を

回
っ
て
、炊
飯
方
法
を
伝
え
て
い
き
た
い
で

す
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
23
日
、役
場
庁
議
室
に
お
い
て
、藤

本
町
長
よ
り
出
場
選
手
へ
激
励
費
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
名
、出
場
選
手
名
に
つ
い
て
は
、次

の
と
お
り
で
す
。

　

大
会
で
は
、強
豪
選
手
が
揃
う
中
、ベ
ス

ト
16
の
結
果
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

【
大
会
名
】

　

第
54
回
全
九
州
学
生

　

空
手
道
選
手
権
大
会

【
出
場
選
手
名
】

　

中
村　

拓
海
さ
ん

　
（
崇
城
大
学
１
年
・
上
鹿
島
）

▲お祓いを受ける関係者

▲協定を交わした藤本町長と吉川取締役

▲大事に使います！

▲東網道公民館での様子

▲福嶋倖佳さんの作品 ▲きれいにみがけた？ ▲左から守正信さん、伊藤直江さん、永田俊雄さん

▲熱心に話を聞く婦人会の皆さん ▲中村拓海さん（左）


